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作製した. 2008/3～2009/3に 4DCTを撮影した 85人中
12人 (92標的)で測定を行い 5 mm以上変位があった 56
標的 (11人)の最適位相範囲を求めた.【結 果】 最適
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【目 的】 Superposition(SP)法 (CMS社 Xio ver.4.34)
とAAA (VARIAN社 Eclipse ver.8.1)による線量分布
の違いを検討した.【方 法】 前立腺癌患者 10症例に
おける治療計画用 CT画像を使用し, XiOを用いて中心




胱のV90/V80 (％)の平均値±標準偏差 は, SP法では,
251.2±4.2/263.2±3.7, 5.0±3.7/10.2±5.9, 17.6±2.4/
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【方 法】 対象は 1997年から 2008年に群馬大学で治療
した 35例 (男性 30例,女性 5例)とした.年齢の中央値




追加した.【成 績】 22例が生存中で 3例が原病死,
10例が他病死であった.再発は 8例でm癌 1例,sm癌 7
例に認められた.再発形式は 7例が局所再発 (照射野内 5
例,照射野外 2例),1例が肺転移であった.全症例の 5年
局所制御率および原病生存率は 75％, 85％であった.
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